
【表紙】
 

【提出書類】 四半期報告書

【根拠条文】 金融商品取引法第24条の４の７第１項

【提出先】 関東財務局長

【提出日】 2023年８月10日

【四半期会計期間】 第71期第１四半期（自　2023年４月１日　至　2023年６月30日）

【会社名】 クリナップ株式会社

【英訳名】 Cleanup Corporation

【代表者の役職氏名】 代表取締役　社長執行役員　　竹内　宏

【本店の所在の場所】 東京都荒川区西日暮里６丁目22番22号

【電話番号】 ０３（３８９４）４７７１（代表)

【事務連絡者氏名】 取締役　専務執行役員　　川田　和弘

【最寄りの連絡場所】 東京都荒川区西日暮里６丁目22番22号

【電話番号】 ０３（３８９４）４７７１（代表)

【事務連絡者氏名】 取締役　専務執行役員　　川田　和弘

【縦覧に供する場所】 クリナップ株式会社営業本部中部支社　

（愛知県名古屋市中区錦１丁目16番20号）

クリナップ株式会社営業本部関西支社

（大阪府大阪市西区靭本町１丁目11番７号）

クリナップ株式会社生産本部

（福島県いわき市四倉町細谷字小橋前52番地）

株式会社東京証券取引所

（東京都中央区日本橋兜町２番１号）

 

EDINET提出書類

クリナップ株式会社(E02406)

四半期報告書

 1/18



第一部【企業情報】

第１【企業の概況】

１【主要な経営指標等の推移】

回次
第70期

第１四半期
連結累計期間

第71期
第１四半期
連結累計期間

第70期

会計期間
自2022年４月１日
至2022年６月30日

自2023年４月１日
至2023年６月30日

自2022年４月１日
至2023年３月31日

売上高 （百万円） 29,206 31,882 124,012

経常利益 （百万円） 809 678 3,562

親会社株主に帰属する四半期

（当期）純利益
（百万円） 488 343 2,523

四半期包括利益又は包括利益 （百万円） 430 632 2,180

純資産額 （百万円） 54,587 56,010 55,857

総資産額 （百万円） 85,396 90,145 87,938

１株当たり四半期（当期）純利

益
（円） 13.23 9.30 68.41

潜在株式調整後１株当たり四半

期（当期）純利益
（円） － － －

自己資本比率 （％） 63.9 62.1 63.5

営業活動によるキャッシュ・フ

ロー
（百万円） △91 △203 4,303

投資活動によるキャッシュ・フ

ロー
（百万円） △821 △1,094 △2,285

財務活動によるキャッシュ・フ

ロー
（百万円） △535 861 △2,025

現金及び現金同等物の四半期末

（期末）残高
（百万円） 20,601 21,610 22,034

（注）１．当社は四半期連結財務諸表を作成しておりますので、提出会社の主要な経営指標等の推移については記載し

ておりません。

２．潜在株式調整後１株当たり四半期（当期）純利益については、潜在株式が存在しないため記載しておりませ

ん。

３．四半期連結財務諸表規則第５条の２第２項により、四半期連結キャッシュ・フロー計算書を作成しておりま

す。

 

２【事業の内容】

当第１四半期連結累計期間において、当社グループ（当社及び当社の関係会社をいう。）が営む事業の内容につい

て、重要な変更はありません。また、主要な関係会社における異動もありません。
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第２【事業の状況】

１【事業等のリスク】

　当第１四半期連結累計期間において、新たな事業等のリスクの発生、又は、前事業年度の有価証券報告書に記載し

た事業等のリスクについての重要な変更はありません。

 

２【経営者による財政状態、経営成績及びキャッシュ・フローの状況の分析】

文中の将来に関する事項は、当四半期連結会計期間の末日現在において判断したものであります。

 

(1）財政状態及び経営成績の状況

当第１四半期連結累計期間におけるわが国経済は、コロナ禍の行動制限が解除され、社会経済活動の本格的な正常化

に向けた動きが進みました。一方、世界的な原材料／資材の供給不足、価格高騰の影響は依然として続いており、未だ

先行き不透明な状況で推移しました。

住宅設備機器業界におきましては、新設住宅着工戸数における貸家は堅調だったものの、持家の前年割れが継続し、

弱含みで推移しました。

このような中、当社グループ（当社及び連結子会社をいう。以下同じ。）は、2021中期経営計画（2021-2023年度）

の最終年にあたり、「持続的な成長」に向けた企業価値向上に努めてまいりました。また、依然として継続する原材

料／資材の価格高騰に対応するため、2023年６月より一部商品の価格改定を行いました。

商品面では、当社が日本で初めてシステムキッチンを発表して50周年となる本年、フラッグシップ商品であるステン

レスシステムキッチン「ＣＥＮＴＲＯ（セントロ）」をモデルチェンジし、2023年６月より受注を開始しました。2018

年のブランド刷新から初の大規模モデルチェンジとなり、“憧れを、よろこびに変える。”のコンセプトの下、高品質

と洗練されたデザイン、そして使う人のことを考えた機能を充実させ、一人ひとりの憧れと理想を形にする商品となっ

ております。

販売面では、大切な顧客接点であるショールームでの価値提供強化を図るため、自宅などから直接相談できる「オン

ライン相談」やショールーム見学が疑似体験できる「オンラインショールーム」などのＷＥＢコンテンツの提供に継続

して取り組んでまいりました。また「未来キッチンプロジェクト」の一環として、当社の会員制リフォームネットワー

ク「水まわり工房」では2023年４月から「キッチンキャビリサイクルプログラム」を開始しました。これは長期ビジョ

ン「クリナップサステナブルビジョン2030」の実現、そして環境負荷軽減を目的としたステンレスキャビネットキッチ

ンへの買換を支援するプログラムとなります。

生産面では、東西の生産拠点での生産性向上、ＶＥ活動を推進し、原価低減に努めてまいりました。

当第１四半期連結累計期間の売上高を部門別にみますと、厨房部門は前年同期比11.5％増の25,907百万円、浴槽・洗

面部門は前年同期比3.2％増の4,052百万円となりました。

以上の結果、当第１四半期連結累計期間の売上高は、前年同期比9.2％増の31,882百万円となりました。利益面で

は、原材料やエネルギーの価格高騰などの影響により売上原価が大幅に上昇し、営業利益は同22.8％減の483百万円、

経常利益は同16.2％減の678百万円、親会社株主に帰属する四半期純利益は同29.7％減の343百万円となりました。

 

（資産の部）

当第１四半期連結会計期間末の資産合計は90,145百万円となり、前連結会計年度末に比べ2,206百万円増加いたしま

した。流動資産は58,190百万円となり、1,403百万円増加いたしました。これは受取手形、売掛金及び契約資産が1,158

百万円、商品及び製品が559百万円増加した一方、現金及び預金が423百万円減少したこと等によります。固定資産は

31,954百万円となり、803百万円増加いたしました。これは有形固定資産が182百万円、無形固定資産が260百万円、投

資その他の資産が359百万円増加したことによります。

（負債の部）

当第１四半期連結会計期間末の負債合計は34,135百万円となり、前連結会計年度末に比べ2,053百万円増加いたしま

した。流動負債は28,680百万円となり、2,292百万円増加いたしました。これは買掛金が482百万円、電子記録債務が

807百万円、短期借入金が1,665百万円増加した一方、賞与引当金が862百万円減少したこと等によります。固定負債は

5,454百万円となり、238百万円減少いたしました。これは長期借入金が252百万円減少したこと等によります。

（純資産の部）

当第１四半期連結会計期間末の純資産合計は56,010百万円となり、前連結会計年度末に比べ152百万円増加いたしま

した。これは親会社株主に帰属する四半期純利益が343百万円、配当金の支払が479百万円、その他有価証券評価差額金

の増加が271百万円あったこと等によります。この結果、自己資本比率は、前連結会計年度末の63.5％から62.1％にな

りました。
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(2）キャッシュ・フローの状況

当第１四半期連結会計期間末の現金及び現金同等物（以下「資金」という。）は、前連結会計年度末に比べ423百

万円（1.9％）減少して21,610百万円となりました。

（営業活動によるキャッシュ・フロー）

当第１四半期連結累計期間において、営業活動の結果使用した資金は203百万円（前年同期比123.8％増）となりま

した。これは税金等調整前四半期純利益が660百万円、減価償却費が878百万円、仕入債務の増加が1,289百万円あっ

た一方、売上債権の増加が1,044百万円、棚卸資産の増加が983百万円、賞与引当金の減少が862百万円、法人税等の

支払が623百万円あったこと等によるものです。

（投資活動によるキャッシュ・フロー）

当第１四半期連結累計期間において、投資活動の結果使用した資金は1,094百万円（前年同期比33.2％増）となり

ました。これは生産設備の改修、ショールーム移転・改装等により有形固定資産の取得による支出が636百万円、情

報システム構築に伴う無形固定資産の取得による支出が456百万円あったこと等によるものです。

（財務活動によるキャッシュ・フロー）

当第１四半期連結累計期間において、財務活動の結果得られた資金は861百万円（前年同期は535百万円の使用）と

なりました。これは長期借入金の返済による支出が587百万円、配当金の支払が479百万円あった一方、短期借入金の

純増が2,000百万円あったこと等によるものです。

 

(3）経営方針・経営戦略等

当第１四半期連結累計期間において、当社グループが定めている経営方針・経営戦略等について重要な変更はあり

ません。

 

(4）優先的に対処すべき事業上及び財務上の課題

当第１四半期連結累計期間において、当社グループが優先的に対処すべき事業上及び財務上の課題について重要な

変更はありません。

 

(5）研究開発活動

当第１四半期連結累計期間におけるグループ全体の研究開発活動の金額は、326百万円であります。

なお、当第１四半期連結累計期間において、当社グループの研究開発活動の状況に重要な変更はありません。

 

(6）経営成績に重要な影響を与える要因

当社グループの連結売上高に占める厨房部門の売上高割合は、当第１四半期連結累計期間81.3％、前連結会計年度

81.3％となっております。リフォーム需要は堅調に推移しているものの、原材料／資材の供給不足や価格高騰が続く

先行き不透明な経営環境の中、競合他社との競争が一層激化するものと思われます。このような状況下において、消

費者ニーズに適宜対応できなかった場合、厨房部門のシステムキッチンの販売動向に影響し、当社グループの経営成

績に影響を与えることが考えられます。

 

(7）資本の財源及び資金の流動性についての分析

当社グループの資金状況につきましては、営業活動の結果使用した資金は、前年同期に比べ112百万円増加し、203

百万円となりました。

投資活動の結果使用した資金は、前年同期に比べ273百万円増加し、1,094百万円となりました。

財務活動の結果得られた資金は、861百万円（前年同期は535百万円の使用）となりました。

なお、詳細につきましては、第２［事業の状況］２［経営者による財政状態、経営成績及びキャッシュ・フローの

状況の分析］(2)キャッシュ・フローの状況に記載しておりますので、ご参照ください。

以上の結果、当第１四半期連結会計期間末の資金は、前連結会計年度末に比べ423百万円減少し、21,610百万円と

なりました。

当社グループは、現在、運転資金及び設備投資資金について、内部留保資金又は借入により調達することとしてお

ります。

 

３【経営上の重要な契約等】

　当第１四半期連結会計期間において、経営上の重要な契約等の決定又は締結等はありません。
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第３【提出会社の状況】

１【株式等の状況】

(1)【株式の総数等】

①【株式の総数】

種類 発行可能株式総数（株）

普通株式 130,000,000

計 130,000,000

 

②【発行済株式】

種類
第１四半期会計期間末現
在発行数（株）
　（2023年６月30日）

提出日現在発行数（株）
（2023年８月10日）

上場金融商品取引所名
又は登録認可金融商品
取引業協会名

内容

普通株式 37,442,374 37,442,374
東京証券取引所

プライム市場

単元株式数は100

株であります。

計 37,442,374 37,442,374 － －

 

(2)【新株予約権等の状況】

①【ストックオプション制度の内容】

該当事項はありません。

 

②【その他の新株予約権等の状況】

該当事項はありません。

 

(3)【行使価額修正条項付新株予約権付社債券等の行使状況等】

該当事項はありません。

 

(4)【発行済株式総数、資本金等の推移】

年月日
発行済株式総
数増減数

（株）

発行済株式総
数残高（株）

資本金増減額
（百万円）

資本金残高
（百万円）

資本準備金増
減額
（百万円）

資本準備金残
高（百万円）

2023年４月１日～

2023年６月30日
－ 37,442,374 － 13,267 － 12,351

 

(5)【大株主の状況】

当四半期会計期間は第１四半期会計期間であるため、記載事項はありません。
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(6)【議決権の状況】

当第１四半期会計期間末日現在の「議決権の状況」については、株主名簿の記載内容が確認できないため、記載す

ることができないことから、直前の基準日（2023年３月31日）に基づく株主名簿による記載をしております。

①【発行済株式】

    2023年６月30日現在

区分 株式数（株） 議決権の数（個） 内容

無議決権株式  － － －

議決権制限株式（自己株式等）  － － －

議決権制限株式（その他）  － － －

完全議決権株式（自己株式等） 普通株式 551,300 － －

完全議決権株式（その他） 普通株式 36,871,200 368,712 －

単元未満株式 普通株式 19,874 － －

発行済株式総数  37,442,374 － －

総株主の議決権  － 368,712 －

（注）「単元未満株式」欄の普通株式には、当社所有の自己株式 54株が含まれております。

 

②【自己株式等】

    2023年６月30日現在

所有者の氏名又は名称 所有者の住所
自己名義所有
株式数（株）

他人名義所有
株式数（株）

所有株式数の
合計（株）

発行済株式総数
に対する所有株
式数の割合
（％）

クリナップ株式会社
東京都荒川区西日暮

里６丁目22番22号
551,300 － 551,300 1.47

計 － 551,300 － 551,300 1.47

（注）当第１四半期会計期間末日現在の自己株式数は551,364株であります。

 

２【役員の状況】

　該当事項はありません。
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第４【経理の状況】

１．四半期連結財務諸表の作成方法について

　当社の四半期連結財務諸表は、「四半期連結財務諸表の用語、様式及び作成方法に関する規則」（平成19年内閣府

令第64号。以下「四半期連結財務諸表規則」という。）に基づいて作成しております。

　なお、四半期連結財務諸表規則第５条の２第２項により、四半期連結キャッシュ・フロー計算書を作成しておりま

す。

 

２．監査証明について

　当社は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、第１四半期連結会計期間（2023年４月１日から2023

年６月30日まで）及び第１四半期連結累計期間（2023年４月１日から2023年６月30日まで）に係る四半期連結財務諸

表について、仰星監査法人による四半期レビューを受けております。
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１【四半期連結財務諸表】

（１）【四半期連結貸借対照表】

  （単位：百万円）

 
前連結会計年度
(2023年３月31日)

当第１四半期連結会計期間
(2023年６月30日)

資産の部   

流動資産   

現金及び預金 21,534 21,110

受取手形、売掛金及び契約資産 15,455 16,614

電子記録債権 14,519 14,454

有価証券 993 994

商品及び製品 1,735 2,294

仕掛品 184 203

原材料及び貯蔵品 1,339 1,387

その他 1,025 1,131

流動資産合計 56,787 58,190

固定資産   

有形固定資産   

建物及び構築物（純額） 6,907 6,899

その他（純額） 13,183 13,374

有形固定資産合計 20,091 20,274

無形固定資産 4,170 4,431

投資その他の資産   

投資有価証券 4,210 4,596

その他 2,796 2,769

貸倒引当金 △116 △116

投資その他の資産合計 6,890 7,249

固定資産合計 31,151 31,954

資産合計 87,938 90,145

 

EDINET提出書類

クリナップ株式会社(E02406)

四半期報告書

 8/18



 

  （単位：百万円）

 
前連結会計年度
(2023年３月31日)

当第１四半期連結会計期間
(2023年６月30日)

負債の部   

流動負債   

買掛金 8,025 8,508

電子記録債務 8,090 8,897

短期借入金 1,344 3,009

未払金 5,140 5,065

未払法人税等 732 338

契約負債 936 985

賞与引当金 1,169 307

製品保証引当金 69 69

その他 878 1,497

流動負債合計 26,387 28,680

固定負債   

長期借入金 1,682 1,429

役員退職慰労引当金 416 416

資産除去債務 429 429

退職給付に係る負債 115 64

その他 3,049 3,114

固定負債合計 5,693 5,454

負債合計 32,081 34,135

純資産の部   

株主資本   

資本金 13,267 13,267

資本剰余金 12,351 12,351

利益剰余金 29,499 29,362

自己株式 △419 △419

株主資本合計 54,698 54,562

その他の包括利益累計額   

その他有価証券評価差額金 1,572 1,844

為替換算調整勘定 152 165

退職給付に係る調整累計額 △565 △561

その他の包括利益累計額合計 1,159 1,448

純資産合計 55,857 56,010

負債純資産合計 87,938 90,145
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（２）【四半期連結損益計算書及び四半期連結包括利益計算書】

【四半期連結損益計算書】

【第１四半期連結累計期間】

  （単位：百万円）

 
前第１四半期連結累計期間

(自　2022年４月１日
　至　2022年６月30日)

当第１四半期連結累計期間
(自　2023年４月１日
　至　2023年６月30日)

売上高 29,206 31,882

売上原価 19,617 21,485

売上総利益 9,588 10,396

販売費及び一般管理費 8,961 9,912

営業利益 626 483

営業外収益   

受取利息 3 3

受取配当金 77 78

仕入割引 77 87

その他 55 43

営業外収益合計 214 212

営業外費用   

支払利息 5 5

その他 25 12

営業外費用合計 31 17

経常利益 809 678

特別損失   

固定資産除売却損 4 15

減損損失 1 －

投資有価証券評価損 － 2

特別損失合計 6 18

税金等調整前四半期純利益 803 660

法人税等 315 316

四半期純利益 488 343

親会社株主に帰属する四半期純利益 488 343
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【四半期連結包括利益計算書】

【第１四半期連結累計期間】

  （単位：百万円）

 
前第１四半期連結累計期間

(自　2022年４月１日
　至　2022年６月30日)

当第１四半期連結累計期間
(自　2023年４月１日
　至　2023年６月30日)

四半期純利益 488 343

その他の包括利益   

その他有価証券評価差額金 △107 271

為替換算調整勘定 64 13

退職給付に係る調整額 △14 4

その他の包括利益合計 △57 289

四半期包括利益 430 632

（内訳）   

親会社株主に係る四半期包括利益 430 632

非支配株主に係る四半期包括利益 － －
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（３）【四半期連結キャッシュ・フロー計算書】

  （単位：百万円）

 
前第１四半期連結累計期間

(自　2022年４月１日
　至　2022年６月30日)

当第１四半期連結累計期間
(自　2023年４月１日
　至　2023年６月30日)

営業活動によるキャッシュ・フロー   

税金等調整前四半期純利益 803 660

減価償却費 775 878

賞与引当金の増減額（△は減少） △891 △862

売上債権の増減額（△は増加） △581 △1,044

棚卸資産の増減額（△は増加） △813 △983

仕入債務の増減額（△は減少） 1,098 1,289

未払金の増減額（△は減少） 111 130

その他 125 272

小計 628 342

利息及び配当金の受取額 80 81

利息の支払額 △7 △4

法人税等の支払額 △793 △623

営業活動によるキャッシュ・フロー △91 △203

投資活動によるキャッシュ・フロー   

有形固定資産の取得による支出 △382 △636

無形固定資産の取得による支出 △438 △456

投資有価証券の取得による支出 △0 △1

投資活動によるキャッシュ・フロー △821 △1,094

財務活動によるキャッシュ・フロー   

短期借入金の純増減額（△は減少） 500 2,000

長期借入金の返済による支出 △498 △587

自己株式の取得による支出 △0 △0

配当金の支払額 △479 △479

その他 △57 △71

財務活動によるキャッシュ・フロー △535 861

現金及び現金同等物に係る換算差額 63 14

現金及び現金同等物の増減額（△は減少） △1,385 △423

現金及び現金同等物の期首残高 21,986 22,034

現金及び現金同等物の四半期末残高 ※ 20,601 ※ 21,610
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【注記事項】

（四半期連結財務諸表の作成にあたり適用した特有の会計処理）

（税金費用の計算）

税金費用については、当第１四半期連結会計期間を含む連結会計年度の税引前当期純利益に対する税効果会計

適用後の実効税率を合理的に見積り、税引前四半期純損益に当該見積実効税率を乗じて計算しております。

ただし、当該見積実効税率を用いて税金費用を計算すると著しく合理性を欠く結果となる場合には、法定実効

税率を使用する方法によっております。

なお、法人税等調整額は、法人税等に含めて表示しております。

 

（四半期連結貸借対照表関係）

　１ 保証債務

 従業員の金融機関からの借入金に対する保証債務は、次のとおりであります。

前連結会計年度
（2023年３月31日）

当第１四半期連結会計期間
（2023年６月30日）

従業員 6百万円 従業員 5百万円

 

　２ 受取手形裏書譲渡高

 
前連結会計年度

（2023年３月31日）
当第１四半期連結会計期間

（2023年６月30日）

受取手形裏書譲渡高 622百万円 677百万円

 

（四半期連結キャッシュ・フロー計算書関係）

※　現金及び現金同等物の四半期末残高と四半期連結貸借対照表に掲記されている科目の金額との関係は、次の

とおりであります。

 
前第１四半期連結累計期間
（自 2022年４月１日
至 2022年６月30日）

当第１四半期連結累計期間
（自 2023年４月１日
至 2023年６月30日）

現金及び預金勘定 20,101百万円 21,110百万円

有価証券勘定 1,297 994

償還までの期間が３か月を超える債券等 △797 △494

現金及び現金同等物 20,601 21,610
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（株主資本等関係）

Ⅰ　前第１四半期連結累計期間（自2022年４月１日至2022年６月30日）

配当金支払額

（決　議） 株式の種類
配当金の総額
（百万円）

１株当たり
配当額
（円）

基準日 効力発生日 配当の原資

2022年６月28日

定時株主総会
普通株式 479 13 2022年３月31日 2022年６月29日 利益剰余金

 

Ⅱ　当第１四半期連結累計期間（自2023年４月１日至2023年６月30日）

配当金支払額

（決　議） 株式の種類
配当金の総額
（百万円）

１株当たり
配当額
（円）

基準日 効力発生日 配当の原資

2023年６月28日

定時株主総会
普通株式 479 13 2023年３月31日 2023年６月29日 利益剰余金

 

（セグメント情報等）

【セグメント情報】

当社グループは、住宅及び店舗・事業所用設備機器関連事業とその他事業を行っておりますが、報告セグメン

トは単一セグメントであり、重要性が乏しいため、記載を省略しております。

 

（収益認識関係）

顧客との契約から生じる収益を分解した情報

前第１四半期連結累計期間（自2022年４月１日至2022年６月30日）

   （単位：百万円）

 事業部門

合計
 

住宅及び店舗・事業所用

設備機器関連
その他

一時点で移転される財 27,230 1,211 28,441

一定の期間にわたり移転される財 735 29 765

顧客との契約から生じる収益 27,965 1,240 29,206

その他の収益 － － －

外部顧客への売上高 27,965 1,240 29,206

（注）報告セグメントは単一セグメントであるため、事業部門別に記載をしております。

 

当第１四半期連結累計期間（自2023年４月１日至2023年６月30日）

   （単位：百万円）

 事業部門

合計
 

住宅及び店舗・事業所用

設備機器関連
その他

一時点で移転される財 29,962 1,265 31,228

一定の期間にわたり移転される財 624 29 653

顧客との契約から生じる収益 30,586 1,295 31,882

その他の収益 － － －

外部顧客への売上高 30,586 1,295 31,882

（注）報告セグメントは単一セグメントであるため、事業部門別に記載をしております。
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（１株当たり情報）

１株当たり四半期純利益及び算定上の基礎は、以下のとおりであります。

 
前第１四半期連結累計期間
（自　2022年４月１日
至　2022年６月30日）

当第１四半期連結累計期間
（自　2023年４月１日
至　2023年６月30日）

１株当たり四半期純利益 13円23銭 9円30銭

（算定上の基礎）   

親会社株主に帰属する四半期純利益（百万円） 488 343

普通株主に帰属しない金額（百万円） － －

普通株式に係る親会社株主に帰属する四半期純利

益（百万円）
488 343

普通株式の期中平均株式数（千株） 36,891 36,891

（注）潜在株式調整後１株当たり四半期純利益については、潜在株式が存在しないため記載しておりません。

 

（重要な後発事象）

該当事項はありません。

 

２【その他】

該当事項はありません。
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第二部【提出会社の保証会社等の情報】
該当事項はありません。
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 独立監査人の四半期レビュー報告書  

 

2023年８月10日

クリナップ株式会社

取締役会　御中

 

仰星監査法人

東京事務所

 

 
指定社員
業務執行社員

 公認会計士 南　成人

 

 
指定社員
業務執行社員

 公認会計士 春田　岳亜

 

監査人の結論

　当監査法人は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、「経理の状況」に掲げられているクリナップ株式

会社の2023年４月１日から2024年３月31日までの連結会計年度の第１四半期連結会計期間（2023年４月１日から2023年６

月30日まで）及び第１四半期連結累計期間（2023年４月１日から2023年６月30日まで）に係る四半期連結財務諸表、すな

わち、四半期連結貸借対照表、四半期連結損益計算書、四半期連結包括利益計算書、四半期連結キャッシュ・フロー計算

書及び注記について四半期レビューを行った。

　当監査法人が実施した四半期レビューにおいて、上記の四半期連結財務諸表が、我が国において一般に公正妥当と認め

られる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して、クリナップ株式会社及び連結子会社の2023年６月30日現在の財政状態

並びに同日をもって終了する第１四半期連結累計期間の経営成績及びキャッシュ・フローの状況を適正に表示していない

と信じさせる事項が全ての重要な点において認められなかった。

 

監査人の結論の根拠

　当監査法人は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期レビューの基準に準拠して四半期レビューを行っ

た。四半期レビューの基準における当監査法人の責任は、「四半期連結財務諸表の四半期レビューにおける監査人の責

任」に記載されている。当監査法人は、我が国における職業倫理に関する規定に従って、会社及び連結子会社から独立し

ており、また、監査人としてのその他の倫理上の責任を果たしている。当監査法人は、結論の表明の基礎となる証拠を入

手したと判断している。

 

四半期連結財務諸表に対する経営者並びに監査役及び監査役会の責任

　経営者の責任は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して四半期連結財

務諸表を作成し適正に表示することにある。これには、不正又は誤謬による重要な虚偽表示のない四半期連結財務諸表を

作成し適正に表示するために経営者が必要と判断した内部統制を整備及び運用することが含まれる。

　四半期連結財務諸表を作成するに当たり、経営者は、継続企業の前提に基づき四半期連結財務諸表を作成することが適

切であるかどうかを評価し、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期連結財務諸表の作成基準に基づいて継続

企業に関する事項を開示する必要がある場合には当該事項を開示する責任がある。

　監査役及び監査役会の責任は、財務報告プロセスの整備及び運用における取締役の職務の執行を監視することにある。

 

四半期連結財務諸表の四半期レビューにおける監査人の責任

　監査人の責任は、監査人が実施した四半期レビューに基づいて、四半期レビュー報告書において独立の立場から四半期

連結財務諸表に対する結論を表明することにある。

　監査人は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期レビューの基準に従って、四半期レビューの過程を通じ

て、職業的専門家としての判断を行い、職業的懐疑心を保持して以下を実施する。

・　主として経営者、財務及び会計に関する事項に責任を有する者等に対する質問、分析的手続その他の四半期レビュー

手続を実施する。四半期レビュー手続は、我が国において一般に公正妥当と認められる監査の基準に準拠して実施され

る年度の財務諸表の監査に比べて限定された手続である。
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・　継続企業の前提に関する事項について、重要な疑義を生じさせるような事象又は状況に関して重要な不確実性が認め

られると判断した場合には、入手した証拠に基づき、四半期連結財務諸表において、我が国において一般に公正妥当と

認められる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して、適正に表示されていないと信じさせる事項が認められないかど

うか結論付ける。また、継続企業の前提に関する重要な不確実性が認められる場合は、四半期レビュー報告書において

四半期連結財務諸表の注記事項に注意を喚起すること、又は重要な不確実性に関する四半期連結財務諸表の注記事項が

適切でない場合は、四半期連結財務諸表に対して限定付結論又は否定的結論を表明することが求められている。監査人

の結論は、四半期レビュー報告書日までに入手した証拠に基づいているが、将来の事象や状況により、企業は継続企業

として存続できなくなる可能性がある。

・　四半期連結財務諸表の表示及び注記事項が、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期連結財務諸表の作成

基準に準拠していないと信じさせる事項が認められないかどうかとともに、関連する注記事項を含めた四半期連結財務

諸表の表示、構成及び内容、並びに四半期連結財務諸表が基礎となる取引や会計事象を適正に表示していないと信じさ

せる事項が認められないかどうかを評価する。

・　四半期連結財務諸表に対する結論を表明するために、会社及び連結子会社の財務情報に関する証拠を入手する。監査

人は、四半期連結財務諸表の四半期レビューに関する指示、監督及び実施に関して責任がある。監査人は、単独で監査

人の結論に対して責任を負う。

　監査人は、監査役及び監査役会に対して、計画した四半期レビューの範囲とその実施時期、四半期レビュー上の重要な

発見事項について報告を行う。

　監査人は、監査役及び監査役会に対して、独立性についての我が国における職業倫理に関する規定を遵守したこと、並

びに監査人の独立性に影響を与えると合理的に考えられる事項、及び阻害要因を除去するための対応策を講じている場合

又は阻害要因を許容可能な水準にまで軽減するためのセーフガードを適用している場合はその内容について報告を行う。

 

利害関係

　会社及び連結子会社と当監査法人又は業務執行社員との間には、公認会計士法の規定により記載すべき利害関係はな

い。

 

以　上
 

（注）１．上記の四半期レビュー報告書の原本は当社（四半期報告書提出会社）が別途保管しております。

２．ＸＢＲＬデータは四半期レビューの対象には含まれていません。
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